
自己評価及び外部評価結果

【事業所概要（事業所記入）】 【評価機関概要（評価機関記入）】

評 価 機 関 名

所　　在　　地

法　　人　　名 訪 問 調 査 日 令和3年3月30日

事　業　所　名

（ 〒224-0057

名

名

名

27 名

3 ﾕﾆｯﾄ

自己評価作成日

※ 事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。

基本情報リンク先

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

【地域密着型サービスの外部評価項目の構成】

外部評価項目

 1 ～  7

8

 9 ～ 13

14 ～ 20

事 業 所 番 号

所　　在　　地

サービス種別

定　 員　 等

グループホーム　都筑の丘

登録定員

通い定員

令和3年7月1日

神奈川県横浜市都筑区川和町1705

宿泊定員

定員　計

令和3年5月25日
評  価  機  関
評 価 決 定 日

令和　２年度

公益社団法人かながわ福祉サービス振興会

横浜市中区山下町23番地　日土地山下町ビル9階

※新型コロナウィルス感染予防の為、事業所訪問をせずにオンライン調査を行っております。
【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

事業の開始年月日

平成16年3月1日指 定 年 月 日

特定非営利活動法人　都筑の丘

1473800611
平成16年3月1日

 1 ～ 14

　■　認知症対応型共同生活介護

36 ～ 55

56 ～ 68

）

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

ﾕﾆｯﾄ数

Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

評 価 結 果
市町村受理日

15 ～ 22

23 ～ 35

　□　小規模多機能型居宅介護
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Ⅴ アウトカム項目

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

【事業所の概要】
　グループホーム都筑の丘は市営地下鉄川和町駅から徒歩10分ほどの自然豊かな環
境の中にある。周辺には畑や竹林があり、天気の良い日には遠くに富士山が望め
る。事業所は2000坪の広い敷地に1棟は2階建ての2ユニット、もう1棟は平屋建ての
1ユニットからなる建物が建っている。建物裏手には、利用者が歩きやすいように
敷石を敷き詰めた遊歩道と農園があり、四季折々の花木や植栽が目を楽しませてく
れる。春は桜の下のベンチでゆっくりと花見が楽しめる。
【理念に基づいた暮らしの提供】
　開所から17年、地域に根差したホームとして利用者、職員ともに理念に沿った
「地域社会の一員」として生活や活動を行っている。今年度は新型コロナの影響で
ホーム内での活動中心となった。広い敷地を利用して、天気の良い日には１日何度
となく庭の遊歩道を散歩したり、農園で季節の野菜を収穫している。ホーム内の行
事や食事にも今まで以上に力を入れ、利用者の機能や下肢筋力維持に努めている。
また、地域の方にも事業所の庭園の花々が癒しになるようにと季節に応じて植栽を
植え替え、喜ばれている。
【家族と利用者をつなぐケア記録】
　開所以来、毎月利用者毎の日々のケア記録を報告書として家族に送付してきた。
今年度は面会もできない状態が続く中、報告書を読むことで利用者の日頃の生活の
様子やADLの状態が把握でき、家族の安心に繋がっている。

グループホーム都筑の丘は都筑区の中でもひときわ、豊かな自然に恵まれた環境のなかにあり
ます。ホームは2000坪の敷地がありコロナ禍で外出が出来なくても、2月には濃いピンクの河
津桜が咲き、3月は淡い紅色の可愛いおかめ桜、4月は優美な垂れ桜でお花見をしています。蕗
のとうは天ぷらにします。玉ねぎや芋ほりをホームの畑で楽しんでいます。庭の遊歩道や花畑
を1日に何回も一人一人のペースにあわせて散歩をしています。庭の所々にベンチがあり一休
みしながら歌を歌ったりお茶を飲んだりします。本物とみま違えてしまう羊の親子、ユーモラ
スな狸のカップル、梟や可愛いうさぎのオブジェがいます。畑で収穫した野菜を日々の食事に
取り入れています。梅、柿、みかんも豊作でした。柚子は豊作で柚子茶や柚子湯を楽しみまし
た。コロナで外出ができなくなりましたが、四季の移ろいを日々の生活中で感じながら入居者
様は豊かに元気で毎日をすごされています。

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

自己評価項目



56 ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 ○ 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 ○ 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 66 ○ 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 67 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 ○ 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

グループホーム　都筑の丘

みずき、やまぶき、あじさい棟

 事業所名

 ユニット名



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所
理念をつくり、管理者と職員は、その理念を共
有して実践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けら
れるよう、事業所自体が地域の一員として日常
的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知
症の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向
けて活かしている

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告や話
し合いを行い、そこでの意見をサービス向上に
活かしている

　Ⅰ　理念に基づく運営

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

職員の名札の裏に5つの理念を明
記してある。その中に地域社会
の一員として心豊かに生活を送
れるように支援しますが入って
います。毎月曜日の朝礼時に復
唱しています。

開設時に作成した5項目の理念を名刺の裏に明記し、
職員は理念を確認しながらケアに当たっている。ま
た、地域に根付いた事業所として地域に認知されてい
る。理念は各ユニットと応接室に掲示し、入居に当た
り家族にも理念を説明して理解を頂いている。開所か
ら１７年目になり、勤務歴も長いベテラン職員が多く
在籍していることから、理念は職員に浸透している。

今年度はコロナ禍で地域の行事
もなく、ホームの秋祭りも出来
ませんでした。秋祭りは地域の
皆さんの楽しみにされていたの
で残念です。外出も出来ず、地
域のボランティアの方も来られ
ませんでした。コロナが収束し
たらすぐに復活したいです。

開所時から地域との関係を大切にし、地域行事や保育
園、学校との交流など地域に根差した活動をしてきた
が、今年度は新型コロナ禍のためにすべて中断してい
る。このような中でも事業所の地域貢献の一環として
地域の方も楽しめるように事業所の敷地に新しい桜の
木を植えたり、通りに向けてプランターを置き、ボラ
ンティアの手を借りて季節の花々を植え、近隣の方に
喜ばれている。農園のボランティアも野菜作りや手入
れに訪れ、今までと変わらない活動をしている。

川和小学校の認知症サポーター
の講師、近隣の中学校の職場体
験、夏休みのボランティア体験
の受け入れをしています。

通常は定期的に２か月に１度運
営推進会議を行っていましたが
今年はできませんでした。2月に
書面会議をしました。

通常は2か月ごとに家族、町内会役員、ボランティア
代表、地域包括支援センター職員が参加をして事業所
の活動や運営に対して理解や提言を頂いたり、参加者
から地域の実情や情報を伺っていた。新型コロナの感
染防止で会議ができなくなっている為、現在は書面で
事業所の活動を参加者に報告している。また、メン
バーから地域の高齢者に新型コロナの影響でADLが低
下した方が増加していること等、困っていることや、
今後に向けての提言などを書面で受け取っている。



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事
業所の実情やケアサービスの取組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んで
いる

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必
要性を関係者と話し合い、それらを活用できる
よう支援している

今年はできませんでしたが、今
までは区役所主催の認知症
フォーラムの参加、認知症サ
ポーター養成講座の講師、認知
症カフェ連の講師をすることで
区役所とは連携しています。

都筑区役所とは認知症フォーラムで会の運営の手伝い
や事例発表をして協力関係を築いてきた。また、認知
症サポーター養成講座や認知症カフェ連合会の講師を
管理者が担い、行政とは常に連携を取ってきたが、今
年度はすべて中断している。行政から感染症予防のマ
スク等の物資の支給がある。グループホーム連絡会か
らは、書面会議の報告やコロナ禍での活動についてア
ンケートが来た。アンケート結果の報告から困難な時
期に各ホームが工夫していることなどを知り、参考に
している。

虐待防止委員会を3か月毎に開催
し虐待の防止に努めています。
入居者の体の痣、傷等は発見し
たら即管理者に報告状況に応じ
写真撮影し原因を究明していま
す。入居者の安全と人権擁護を
守る努力をしています。

身体拘束はしないという前提で
ケアを行っている。玄関の施錠
に関しては周囲の環境、認知症
であるが故必要な方法であるこ
とをご家族に入居時に説明して
ご理解頂いています。

「身体拘束０」をホームの指針とし、拘束のないホー
ムづくりをしている。「身体拘束・虐待防止委員会」
を3か月ごとに開催し、事例を検討し、その内容を報
告書として回覧して職員が共有している。スピーチ
ロックにつながる行動の制限や、声掛けなどは、職員
同士その場で注意を促す関係ができている。入居時に
向精神薬を使用していた方も、医師と相談をしながら
ホームでの生活に慣れて来ると減薬に取り組み、現
在、薬を使用している方はいない。広い敷地に柵がな
いため防犯上施錠しているが、各居室の掃き出し窓か
らは自由にテラスに出る事ができる。

入居者様の権利を尊重し守るこ
との大切さを理念とあわせて職
員に伝えています。成年後見制
度は利用されている方から学ん
でいます。



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている

特に家族会は設置していません
が、ご家族が面会に来られるこ
とが多い土日祝日は管理者、
ホーム長は出勤するようにして
おり、ご家族と対応するように
している。そこからケアプラン
に繫げて反映させています。

見学や入居時からホームの運営に家族の協力は不可欠
と説明している。行事の時は会場の下準備から協力を
してくれる家族が多くいる。毎月利用者の日々の記録
を報告書にして写真を添え送付している。面会ができ
ない時期は、報告書が利用者の様子を知るツールとし
て活用され、家族から熱心に読んでいると報告を受け
ている。家族から、報告書の内容が毎月変わらない、
もっと積極的に何かに取り組ませて欲しいという意見
もある。ホームの方針は「利用者に寄り添うことは家
族にも寄り添うこと」であることから、家族の思いに
配慮し、利用者の日常のエピソードや日々の家事のお
手伝いや主体的に活動していることなどを報告書に書
き加える事とした。

毎月の会議で出た問題点、改善
案などはその場で解決し即実行
している。各行事の実行委員に
よる反省会で出されたことは来
年度に反映されている。管理者
は必ず出席している。

管理者や副理事長もケアに入る為、職員との距離も近
く、意見も言いやすい。常勤の正社員比率が80%以上
と高く、資格取得者も多く在籍している。例年退職す
る職員もほとんどいない。ケアの充実や職員間の連携
など質の高い介護を目指している。職員の急病など、
対応が必要になることを想定し、余裕のある職員配置
を検討している。毎年個別面談を行い、職員のスキル
に合わせて資格取得や研修の受講を勧めている。今年
度は職員の意見から家族の面会は万全の感染症対策を
取り、外のテラスやフェンス越しに行っている。

職員の能力、実績、貢献度など
を公平に見極め、職員が向上心
を持って安心して働けるよう努
力している。介護職員処遇改善
交付金は年3回支給しています。

契約時相談員が利用者、及び代
理人の権利（第10条）義務（第
13条）契約解除（第14条）をわ
かりやすく説明し、納得してい
ただき同意を得て契約していま
す。



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る

介護福祉士、介護支援専門員の
受験時は勤務の便宜を図ってい
ます。社内研修はサ担当者会議
の時に行っています。社外研修
にも参加できるように考えてい
ます。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

ご家族に作って頂いたアセスメ
ントをもとにしながらお話をす
る。入居初期は緊張や不安が多
く、職員だけではなく、他入居
者にも協力していただいて対応
をしています。

横浜高齢者グループホーム連絡
会、神奈川高齢者認知症グルー
プホーム協議会に加入し複数連
携事業にも参加している。昨年
はコロナで交流の機会がなく残
念でした。

ご家族の入居者様に対しての思
い、ホームに対する希望など遠
慮なく言える雰囲気を作り、ご
家族が安心して頂ける環境を
作っている。納得出来るまで見
学相談をしています。

ご家族、ご本人の不安な気持ち
を理解し、あせらずに根気よく
対応をしている。帰宅願望、入
浴拒否はあって当然と職員は理
解して対応しています。
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18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている

9人の入居者と職員が下宿屋さん
のように暮らせることが理想。
それぞれの得意分野を職員が把
握し協働している。時にはトラ
ブルも発生するが、それも日常
生活と捉えています。

ご家族にはいつでも、気軽に来
て頂ける様にしている。家族と
職員が協力しあうことが入居者
様の安心と安定に繋がると思っ
て援助している。ご家族に協力
していただくこともケアと考え
ています。
今まで過された環境を大切に
し、家族、友人の訪問や電話、
外出はとても良いことだと思っ
ています。

新型コロナ禍前は友人の訪問もあり、一緒に外出をし
たり、テラスや居室で歓談をしていた。今は手紙や電
話の取次ぎを支援している。生活習慣や嗜好に配慮し
て、10時や3時のお茶の時間には、好きな飲み物を用
意し、コーヒーの砂糖やミルクの有無等細かな好みに
も対応している。また、手帳に毎日メニューを書き留
める習慣のある方には、手帳のページがなくなるころ
に新しい手帳を購入したり、絵の好きな方には塗り絵
を用意している。仏壇を置いている方には、時折庭の
花を摘んで供えるお手伝いをしている。入居期間が長
い方は、ホームに出入りする医師や看護師、地域の商
店の方達が馴染みになっている。

気の合う人、合わない人を職員
が常に視野にいれてトラブルを
未然に防ぐようにしている。お
互いに一方通行の話でも楽しそ
うに話しているのを職員は温か
く見守っています。
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22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている

入居者様は亡くなられましたが
ご家族はその後もボランティア
として来てくださっています。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

帰宅願望、入浴拒否はあって当
然と受け止め、ご本人の気持ち
を大切にしながら対応してい
る。困難な時はご家族に協力し
ていただくこともあります。

入所時は要介護5でほとんど言葉を発しなかった方
が、家族の定期訪問や職員の頻回な声掛け等で自分か
ら声が出るようになり、不満も言われるようになっ
た。さらに、誕生日会で他の入居者に代表してお祝い
の言葉を述べたり、自身の誕生日には、お礼の言葉と
して「元気で長生きします」と話すまでになり、要介
護度が3に改善した事例がある。意向の把握がしにく
い方は、職員が日々近くで接している中で、その方の
小さな変化なども見逃さないようにしている。

入居時に幼少時から現代までの
状況をご家族と一緒にアセスメ
ントを行い今後のケアに反映さ
せている。お話しの中ででてく
る分からない事はご家族にその
都度お聞きしています。

その日の体調、気分、天気等を
視野に入れながら過ごしていた
だいている。手伝いをしていた
だくことで職員も助かっていま
す。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる

身体の状態や認知症の進行はそ
の都度対応方法を職員で話し合
いご家族に相談、報告していま
す。介護計画の目標が今より低
下しないよう援助目標実施を
チェックし日々の記録と連動し
ています。

毎月のワーカー会議で全員のケアカンファレンスを行
い、モニタリングしている。ケアマネジャーが職員の
意見を収集し、一月の生活の様子や変化をアセスメン
トシートに記録している。利用者の日々のケア記録を
報告書として家族に送り、利用者の生活の様子や小さ
な変化を家族にも共有してもらっている。通常、短期
目標3か月、長期目標は6か月で見直しをするが、変化
があった際は医療情報なども反映させ随時見直してい
る。日々のケア記録である「援助目標実施ファイル」
にサービス内容を記号で表示してケア記録と連動させ
ている。職員はケアプランを常に念頭に置き、ケアに
当たっている。

日々の様子は毎月報告書をご家
族に送付しています。職員間の
業務日誌、連絡ノートは出勤し
たらすぐに目を通し情報の共有
をしています。

医療機関との連携、川和町町内
会、婦人会、地元の消防団、保
育園、小・中学校、学童保育、
地域包括センターなど多くの協
力を得て多機能化に取り組んで
います。
書道、絵手紙、音楽療法は今年
度はできませんでしたがコロナ
が収束したら復活します。地域
ボランティアの方達のご協力、
近隣の方たち見守り助言などを
頂きながら安全で豊かな暮らし
が出来るよう努力いたします。
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30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる

さとう内科クリニックの訪問診
療に際しては全入居者のご家族
から同意をいただいています。
緊急時はDｒから直接ご家族に電
話をして説明をしてくれるので
ご家族も安心されています。

以前からのかかりつけの精神科を受診している方が１
名いる。利用者全員が毎月2回、協力医の訪問診療を
受診している。耳鼻科は他の医療機関を受診するが、
それ以外の治療等は協力医療機関で対応してくれる。
協力医の訪問には看護師も同行しているため、顔なじ
みになり、相談や指示も受けやすい。24時間対応して
くれる医療体制が整っている。

往診の看護師の方々には今はコ
ロナの感染予防のための具体的
なガウンの処理方法やゾーニン
グなど現場で丁寧に教えていた
だき心強いです。

入院時にはホーム長や管理者が
同行し、カンファレンスにも参
加して病院との連携をはかって
います。

昨年の外部評価後でご指導いた
だき、GH都筑の丘の「重度化に
関する指針」を作成ました。こ
れからの課題として都筑の丘と
しての方針、方向を検討いたし
ます。

開所から「生活の場」がホームの方針で、利用者が活
動的な生活を送れることに主眼を置いてきた。そのた
め重度化により、ホームでの対応が困難となった際
は、他の医療施設や介護施設に移り住む方が多かっ
た。昨今の家族のニーズの変化に伴い、看取りの要望
もあることや、入居期間が長くなっている方が増えて
いることを踏まえ、数年前から終末期対応の検討を重
ねている。また、昨年度は家族の希望により初めて
ホームで看取りを実施している。昨年度の外部評価で
終末期対応の指針がないことが課題になり、今年度
「重度化に関する指針」を作成した。今後もホームで
の暮らしを充実していく方針だが、できるだけ利用者
や家族の希望には寄り添う意向である。職員は看護師
から重度化対応の研修を受けている。
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34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている

歩行できない入居者、避難訓練
が理解できない入居者の避難方
法が困難です。認知症であるこ
とで他所での避難生活は難しい
と思っています。広い敷地を利
用した避難生活を考えていま
す。

今年度は夜間想定の訓練を2回実施している。事前に
訓練の実施を利用者に伝えているため比較的スムーズ
な誘導になっている。以前は夜間に誤って非常ベルが
鳴った際は音に気づかない方、寝ているので起きよう
ともしない方もいた。このことから頻回な訓練の必要
性を感じ、次年度は回数を重ねることに加え、訓練方
法も検討していく考えである。入居時に持参する家具
は胸の高さ以下の物にする、テレビには転倒防止をす
るなどを家族に依頼している。災害用備蓄はすぐ近く
の倉庫に地域の方に配分することも考慮して多めに備
え、リストを作成して管理している。

近隣住民や町内会とは
良好な関係があり、新
型コロナ禍前までは避
難訓練に地域の方の参
加もありました。地域
の一員としてどのよう
な地域貢献ができるか
を常に考えていること
に鑑み、地域と防災時
の相互協力協定を結
び、更に地域と連携し
て行くことを期待しま
す。

避難訓練時応急手当、救命措
置、ＡＥＤの使い方を消防署の
指導を受けています。また、事
故が発生した時はそれを教訓と
して事例検をしてます。

認知症の進行により本来のその
人らしさが失われてしまうこと
がありますが、その方の尊厳を
大切にした言葉がけや対応を心
がけています。

理念の１項目に「個人の尊重とプライバシー保護」を
かかげている。排泄時の声掛けが不適切だった際はす
ぐに職員間で声を掛け合い修正している。グループ
ホームはサービス業と考えて接遇や個人情報保護を重
視し、研修は毎年欠かさず実施している。個人情報を
含むファイル類は施錠できる書庫で管理し、パソコン
はすべてパスワードをかけている。各ユニットのケア
記録など個人情報を入力するノートパソコンは、オフ
ラインで使用している。オンラインで使用するパソコ
ンは使用する職員を限定している。
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37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている

自分の思いや気持ちが表現でき
ない方の思いをくみ取り、表現
出来るような雰囲気を作ってい
る。散歩、余暇支援などの参加
も自由で入浴拒否の時も無理じ
いはしません。

その日の体調、気分を優先して
一人ひとりのペースを大切にし
ている。一日のスケジュールは
特に決めず、天気、入居者の希
望を優先しています。

服装はできるだけ自分で決めて
いただいています。できない方
は職員が季節、色の組み合わせ
等を配慮してコーディネイトし
ています。行事の時はふさわし
い服装を配慮しています。

盛り付け、配膳、食器拭き、食
器をしまう等一人一人の得意な
事をしていただいています。外
食や出前をとったりすると喜ば
れます。献立がマンネリ化する
と管理栄養士に伝えメニュー変
更しています。

食事は委託の管理栄養士が立てた献立を職員が調理し
ている。食材は地元の商店から１日分ずつ配達しても
らっている。対面キッチンの調理の音や臭いは利用者
の五感を刺激し、時間の意識付けにもなっている。敷
地の農園で採れた旬の野菜や果実で漬物やジュースを
作ることがホームの行事になっている。できるだけ自
然の食材にこだわり、かつお節や昆布で出汁を取った
り、柚子のシロップをかけたおやつなど手作りの物を
提供している。今年度は外食ができないことから出前
のラーメンや寿司などを取り入れたり、敬老会では老
舗料亭のお弁当を提供して喜ばれた。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

管理栄養士によるバランスの良
い献立に季節の旬の物を取り入
れてもらっている。歯の状態、
嚥下低下に合わせて対応してい
ます。食べにくかったり、不評
のメニューは栄養士に伝え変更
しています。

毎週、歯科衛生士による口腔ケ
アを行っている。職員は、一人
一人の口腔ケアの方法を指導し
ていただき毎食後に職員が歯磨
きの見守り、必要な介助をして
います。

一人一人の排泄パターンを職員
が把握してリハビリパンツを使
用している方でもトイレで排尿
ができるよう時間でトイレにお
連れしている。トイレに行くと
言う事が生活の中のリハビリと
捉えています。

布製のパンツで自立してトイレで排泄する方が各ユ
ニットに2～3名いる。夜間は睡眠を優先するが、一人
ひとりにあった無理のない対応を心掛けている。現
在、全介助の方やオムツ使用の方はいない。できるだ
け散歩や家事などで身体を動かしてもらい、水分摂取
を促し自然排便を心掛けている。厳しい場合は医師や
看護師に相談して薬を使用することもある。トイレ清
掃は時間を決めて行う他、汚れに気付いた際はすぐに
対応して清潔に保っている。

便秘が不穏の原因の１番であり
認知症の発症原因であることを
職員は理解して観察記録をして
います。１日２回の体操、スト
レッチ、歩行をしています。か
かりつけ医に相談しながら便秘
薬の調整をしています。
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45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしている

1日おきの入浴ですが毎日入りた
い方には時間調整しながら入っ
ていただいています。拒否が強
い方は無理じいはせず職員間の
連携プレーで気持ちよく入浴で
きるようにしています。

一日おきに週3回～4回、入浴している。ほとんどの方
が夕方から夜にかけての入浴を習慣にしていたこと
や、一日の疲れを取るために午後3時から夜8時の間に
入浴している。入浴を好まない方も一つの個性として
とらえ、声掛けを続けてタイミングを見計らったり、
ふろ場の掃除を手伝ってもらい、その続きで入浴をし
てもらうなど臨機応変に対応している。冬場は庭の柚
子で度々の柚子湯や、5月の節句には菖蒲湯を楽しん
でいる。冬場は浴室、脱衣場ともにエアコンで温め、
ヒートショックに備えている。

日中はリビングでお手伝い、余
暇支援、体操、散歩をすること
が夜間の良眠に繋がります。疲
れたら居室で適度に休んだり、
昼寝をしていただいています。

与薬時の誤薬の防止のための服
薬管理表を職員二人で声を出し
確認をし、与薬担当の職員が間
違いなく与薬するまで目視確認
をする。薬の変更時は連絡ノー
トに薬状書を貼り、申し送り、
引き継ぎを徹底する。

入居者様一人一人の得意分野、
好きな事を職員が理解して発揮
できるような場面を作っていま
す。役割があることが自信に
なっています。さり気なく回想
法を取り入れています。
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49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている

この1年コロナウイルスの感染予
防のため外出が出来なかったの
で、元の生活に戻ったらご家族
と一緒の遠足、外食に出かけた
いと思います。

新型コロナ禍以前は季節に応じて外出レクをしたり、
家族と一緒に外出を楽しむ方もいたが、今年度はすべ
てできなくなっている。天気の良い日は広い敷地で１
日に何度も散歩を楽しんだり、農園の野菜や花壇の
花々を見ながら収穫や花摘みをしている。敷地内の通
路は敷石を敷き詰め歩行しやすくなった。花壇には季
節ごとに花を植え替え近隣の方にも楽しんでもらって
いる。利用者はテラスや花壇に置かれた動物の置物に
話しかけながら外気浴や散歩を楽しんでいる。

認知症であることによる、金銭
トラブル、妄想等の出現があり
金銭はお預かりしていません。
入居者には家族が預っているこ
とをその都度お話ししていま
す。

電話の場合はご家族の了解を得
た上で、掛けたいと言われた時
にホームから家族、友人に電話
をかけています。自分で描かれ
た絵手紙を友人、家族に出して
います。

日当たりが良すぎて暑くなった
り、眩しくなるのでその都度
カーテン、ブラインドで調整を
しています。ＣＤの曲も季節、
その場にいる方の好みで選曲し
ています。程良い明るさと音量
を意識しています。

床暖房が施されたフロアは天井が高く、テラスやベラ
ンダに面した掃き出し窓からは庭の緑や花木などがよ
く見える。対面キッチンに面した食堂に並んでリビン
グが配置され、利用者はソファでテレビを見たり、談
笑したりと好きな場所で寛いで過ごしている。クリス
マスにはプロの演奏家のコンサートを広めのリビング
で行っている。共有空間は加湿器付き空気清浄機を置
き湿度50～60%、室温22度～23度に保っている。ま
た、窓を開けた換気や、手すりやドアの取っ手などへ
の感染症対策の消毒を以前から行っている。殆どの利
用者は日中はリビングや、天気の良い日にはテラスで
過ごしている。
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53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している

リビングにはソファーが２つ置
いてあり顔が向きあわないよう
に配置しています。夜はテレビ
を一緒に観ています。ソファー
が一人になれる空間にもなって
います。

馴染みのある家具、お気に入り
のカーテンなどそれぞれの入居
者が工夫して生活しているが、
認知症の進行により危険物と判
断した場合はご家族に相談し撤
去しています。

居室にはレースのカーテン、照明、エアコン、大きめ
のクローゼットが備えつけられ、家族や友人が来訪し
た際にはゆっくり寛いで歓談できる広さがある。利用
者は使い慣れたチェストや鏡台、椅子などの家具類や
テレビやカレンダー、時計などの生活用品を持ち込ん
でいる。仏壇を置いている方は庭の花を摘み供えてい
る。居室の掃き出し窓から自由にテラスやベランダに
出入りができ、利用者が万が一感染症に罹患した時
は、職員は共有部分を通らずベランダから居室に出入
りができる配置になっている。

広い廊下とリビング、ダイニン
グを介して見守りができるよう
に対面式キッチンにしてありま
す。食事の盛り付け、配膳、食
器拭き、洗濯物干し、洗濯物畳
みなどの特意なお手伝いをして
いただいています。




